












































ある c 木稿で辻、 1司法文においてもルJf~とテイル l杉には !RJJIJ するべき 3意味解釈上の対立
が存在すること、そしてその対1が状態性というアスペクトに基づくものであっ、ノレ/
テイルのアスペクト討立の体系咋の1ごiに2位窪づけられるもので為ることを主張す c

































(7) Cl. A bird flies. 
b. A dog barks. 
一方で、習慣文におけるGENがどのような変項を束縛するかという問題には 2つの
考え方が存在する。 Heim(1982)、Diesing(1992) らの考えに従えば、 GENはflil休変
):1'[を束縛するものである。総弥文の分析において、恒常的な性質を表す1ml体レベノレ述;市
(inclividual-level predicate;以下lLP) が用いられている (8a) のような例では、 (8b)
に見るようにGENは個体変項を束縛しているものとして考えることができる。









うものである '10Rooth (1995)、cleSvvart (199b)などの考え方に従えば、習慣文では:(l 0) 
のような量化が行われていることになる。











(12) A stuclent rarely reacls novels. 
eI.・fεwstudεI1ts reads novels.' 





(Jル νx(student (心)[トlABcjread novels 


























究にも指長誌がるり(l-Iaradυ1 Ishi 1991;三原 19言S地入 lshi (1991)が論じてい
うに、 (1G) において数量詞遊j絡が許されない事実は、 lLPの主誌は存在解釈を交け
いというMilsarkο974)む一般化に従うもので為る。























































lìj. 純ノレ)[~で、現在!日J' を指すために状態性が必要であることは (22) に示される通りであ
る。 (22α)に見るように状態述詑のノレ形は現在1寺を指すことができるが、 ;)1:状態j草花の
ル)[~は基本的に未来 11寺を指し、 (22b) に見るように「今現在J との共起は許されない。
非:I)U註 j~日ii が JJ~tl:11寺を指すためには (22c) に見るようにテイノレ7r~ を用いなくてはなら
なし、。













さらに、ノレ )I~ に起こる状態化について詳しく見ていくと、 íllt=1ヨからJi一週間前か
らj といったJml¥JI限定の刷刊との共j凶主j係から、その状態il'!_:がどのようなものであるか

























































b 在、は待相~が丁寧にいれるコーヒーを飲んだ。(大島 2008: 玲 1)
)舵が詰める論文に指導教授はJY]持した。(石井ニ・石)1 121) 

















ているのだとすれば、従属fiîio) ノレ lf~が表す制誌 f現在J であり、主主事態は
とi司1I寺で為る。そして、これ誌iえ点の原珪[Jの予rflJIこ合致するものでるる。
本稿の観点から隣味深いのは、このような遺体従属節におい
れない点である。r-担常条持的 IY~係 J を表す体従属節が間 11繋文;
ことは、 (31) の連体詑属部が (3~ia) (34心のようにノレ京文としてパラブレ













































て". (39b) は iたいてい」といった刑判とは共起が可能で・ある。
(39) Cl.吋じわーは勾!こIJ也仁\~l ~築くに叩まっている。
b.化石はたいていi也i十l深くにtl!lまっている。








一方、 I~1i} 1= J等のmu詞は個体を束縛することはできず、イベント変項を束料してそ
の頻度を指定する{引きのみを行う。
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ものでみ 1)、本発災はそのj点以の 日Ijて、あ
三 工藤(1995)で主i採にうらげられていふ開は、 (i)でみるが、 (ib)のような非去作動誌がイベントの反
1 1 を表明言一号1) 口、民主的で、はないため、玄i 会民ねない担問で、助nì~ìJ 変えたものを. (4) 
(i) し託子がノ究んだ/死〆でいる/死んでいたの

















b. 1本人が人勾 [1 米をべjJLば、食焚がかさむ。
」りことには、 4ドソミut(irrcalis)のであふことがIYJ!ぷしている1可能性がある。
dじ Swari (1~j91) のイベント分析では、品終的に11~1体 i こ総.f1J、;ねな iik1t が行ーかれる出fr'/ましで
イ;さておらず、イベントと1，可1+0)…よナ。の写像から多がうまれるのみとされている。、
dノような I~J係を形式的 Jことうまミずかに/ぷ L、ての余J12が Jう
~\'li1'lとしての解釈を支えとみ担当主として Jj;jU主総j詞の 112Iこ文紙による経響お考えられる。
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